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そこで、₅歳児の中から A 児を選定し、A 児の遊び
の様子を₂日間（9：00から11：00までの₂時間ずつ、




























































































れを観た A 児がさらに繰り返し声を掛ける005。K 児
がさらに反応を示すとそれを見ていた B 児が声を出
す007。A 児も声を出し、一歩前に踏み込んで K 児と
手を繋ごうとするが、それよりも早く B 児が声を出
したために、K 児は A 児ではなく、B 児とアイコン





行為に対して K 児が反応したために、A 児はその間
に割って入ることができなかった。₃歳児と手を繋ぎ




K 児が B 児と手を繋いでサッカー場へ行く様子を













010　A 児：B と K の姿をテントの柱を握りながら眺め
ている
011　B 児：砂場の方に向いて両手を K に向かって差し
出す。




A 児が L 児に話かけようとしている場面である。
K 児と B 児が手を繋いで、サッカー場に向かう様
子を見ている A 児であったが、K 児の隣にいた L 児
が保育者の声かけに反応した様子を見た。しかし、保
育者は D 児に対して L 児と一緒に手を繋ぐように促
す004が、D 児は興味がないのか断る006。その一連の
様子を見ていた A 児は、L 児を追ったが、先に C 児
が L 児の前に立つ009。A 児は、L 児の左側から回り
込み左手を握ろうとするが、すでに C 児が反対側の
右手を繋いでいたので L 児は反応しない。なおも、A

















005　A 児：先生の声に気づき、目の前にいた3歳児 L に
近づいて行く（写真04）


















003　A 児：途中に立っていた₃歳児 N を見ている
004　₃歳 N 児：小走りに砂場に戻る
005　A 児：N 児に「行く」と声を掛ける
006　A 児：E 児と手をつないできた三歳児 O の様子を
見ながら近づく
















018　A 児：E 児が手をつないでいる反対側から O の頭
をなでる
019　₃人でスタジアムの方に歩いていく、E 児と O 児
は手を繋いでいるが、A 児は手を繋がない。
A 児が砂場に戻ろうとすると O 児と E 児が手を繋
ぎながら歩いてくる（写真06）。せき込む O 児を気遣
うA児009。話しかけながらO児に近寄っていくA児。
それに合わせて、E 児もせき込んだ O 児の背中をさ
すろうとするが、E 児は O 児と繋いだ手を放そうと
しない。そのため、反対の手で背中をさするため、変
な体勢にになりながらもスタジアムの方に歩いていく





の気配を感じたのか、E 児も O 児の手を放そうとし
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